第3章「いわき市内被災者生活状況調査」の自由回答分析 by 土屋 葉
  



























均文字数は 126文字で、中央値が 84文字、最小値が 4文字で最大値が 790文字であった。
回答文字数の度数分布を見ると、少ない回答文字数の度数が頂点になって、徐々に下って
                                                   
1 なお、いわき市の災害公営住宅は 2014年 3月に最初の 32戸分への入居が開始し、2014







3 『いわき市内被災者生活状況調査報告（概要版）』では 219 と誤って記した。正しくは
この数値である。 
  



































































図 1. 自由記述の内訳・世帯類型別割合（n=355） 
 
表 3. 世帯類型別回答数・回答率・回答平均文字数 
カテゴリー 回答数 回答率（対全回答者） 平均文字数 
母子世帯 (19) 10 53% 149.9 
その他有子世帯(108) 65 60% 152.6 
高齢単身女性 (52) 27 52% 150.2 
高齢単身男性 (28) 16 57% 82.8 
高齢夫婦 (92) 58 63% 111.1 
高齢その他世帯 (123) 82 67% 137.0 
非高齢単身女性 (30) 17 57% 145.9 
非高齢単身男性 (42) 22 52% 77.2 
非高齢その他世帯(79) 53 67% 96.8 




不明 (5) 5 56%  














抽出語 文書数 (段落) 
 























































































































































































































ラベル 定義 数 
経済 現在の生活費、ローンなど。現状に対する保障の不足なども。 102 
仕事（雇用の安定） 仕事が見つからない。探している。仕事の収入低下など。 25 
健康 病気や精神的不調などに関する言及。 60 
無為無気力・不安 やる気が起こらない。漠然とした不安。 22 
介護 介護に関する言及。別居の世話、介護不安なども含む。 23 
居住環境 現在の居住地・住宅の環境設備に関する困りごとへの言及。 81 
移動 買い物・通勤・通学など移動に関する困りごと。 14 
孤立・近隣関係 住まいが変わってしまったことによる孤立。近所との諍い。 38 
家族関係 家族間の問題への言及。関係の悪化。別居せざるを得ないこと。 21 
                                                   
9 「経過 384【いわき市対策本部】9 月 25 日 17:00 発表」東日本大震災の被害状況(2013
年 9 月 28 日閲覧 http://www.city.iwaki.fukushima.jp/info/002661.html )によると、い
わき市の人口 327,993 人（2013 年 9 月 1 日）に対して、いわき市内への避難者の流入は
23535名（双葉郡 8町村小計 22705名／南相馬市 767名、田村市 41名／川俣町 3名、飯
舘村 19名）である。 
  
居住地 次や最終的な落ち着き先に関する悩み。 146 
原発・放射線 原発や放射線に対する不安への言及。 30 
無理解 現状に対する報道や行政対応の誤解を嘆く。外部の人に理解を求めるもの。 40 
その他 上記に当てはまらないもの。感謝などを示すもの。 11 
 
ラベルは自由記述 1 ケースに複数付くが、1 つだけしか付かなかったケースが最も多く
182で過半数を超え、2つ付いたのが 106、3つ付いたのが 46、4つ付いたのが 16、5つ付
いたのが 1であった。これらの数値は、回答者が自由記述の中で言及したかったと思われ
るものの数を示していて、必ずしもそのケースの現実の困難すべてを反映しているもので














表 6．世帯 9類型別割合 
  経済 仕事 健康 孤立・近隣関係 居住環境 居住地 原発・放射線 無理解 
1母子世帯（10） 30.0% 10.0% 10.0% 20.0% 30.0% 50.0% 10.0% 10.0% 
2その他有子世帯（65） 33.8% 9.2% 10.8% 7.7% 26.2% 41.5% 20.0% 16.9% 
3高齢単身女性（27） 18.5% 3.7% 18.5% 29.6% 7.4% 59.3% 3.7% 11.1% 
4高齢単身男性（16） 25.0% 6.3% 6.3% 31.3% 37.5% 37.5% 6.3% 0.0% 
5高齢夫婦（58） 20.7% 5.2% 27.6% 5.2% 15.5% 37.9% 5.2% 5.2% 
6高齢その他世帯（82） 28.0% 4.9% 17.1% 9.8% 31.7% 39.0% 6.1% 14.6% 
7非高齢単身女性（17） 17.6% 5.9% 23.5% 11.8% 17.6% 58.8% 0.0% 17.6% 
8非高齢単身男性（22） 22.7% 18.2% 4.5% 9.1% 13.6% 45.5% 4.5% 9.1% 
9非高齢その他世帯（53） 43.4% 7.5% 17.0% 3.8% 20.8% 32.1% 9.4% 7.5% 
空白セル（5） 40.0% 0.0% 40.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 





  経済 仕事 健康 孤立・近隣関係 居住環境 居住地 原発・放射線 無理解 
有子世帯（75） 33.3% 9.3% 10.7% 9.3% 26.7% 42.7% 18.7% 16.0% 
高齢者世帯（183） 24.0% 4.9% 19.7% 13.1% 23.5% 41.5% 5.5% 9.8% 
非高齢無子世帯（92） 33.7% 9.8% 15.2% 6.5% 18.5% 40.2% 6.5% 9.8% 
単身者（82） 20.7% 8.5% 13.4% 20.7% 17.1% 51.2% 3.7% 9.8% 
高齢単身者（43） 20.9% 4.7% 14.0% 30.2% 18.6% 51.2% 4.7% 7.0% 
































































































































































































































































































































































うような aや bに当たるような記述を読むことができる。 
 
表 8. 自由記述データの種別分類 
データの類型 ラベル作り 例示 
記述そのものの内
容分析 
  概算 *1 




















△ × 143 端的な記述からカ
ウント 
※1. 暫定的に平均文字数 126を基準に多い少ないを判断 

























































































・ストレスがたまってどうしようもない。平成 23年 3月 11日前の生活に早く戻りたい。 
・妻を亡くして一人になった時にやはり考えてしまう。 
・家族がばらばらになっていることがすごくつらいです。でも、私たちだけではないと思
うとあまり口に出すのはできません。自分たちだけで解決しようとしましたが、結果的に
できず、今に至っています。もう、震災が原因なのか家族の問題なのか正直わかりません。
皆さん同じかもしれませんが、もう一度元に戻りたい。不可能かもしれませんけど。 
 
４）日常生活 
・バス停まで 20分歩くので夏の暑さのひどい日はほとんど外へ出られません。どうしても
行かなければならない病院へはタクシーを使うこともあります。買い物は民間の宅配サー
ビスを利用しているので助かっています。あと困っているのは人との交流がないこと。知
らない人の集まりなのでいつまでも個人的なつきあいがなく、友人、親戚がこない日は一
日中喋らないでいることが多くて淋しいというか、つまらないというか。仕方なく FMラジ
オを聴いています。 
・まわりは空地がほとんどない位、家がたって来ました。もう 70才をすぎました。夕方家々
に明りがともり初めた頃が一番きらいです。わかっているのですが、どうして私の家がな
いのか涙がでます。パートで少しは働いてますが、一日１日さみしさと孤独と言うものが
身にしみてます。孤独死と言うのはわかります。何かあっても連絡のしようがありません。
私だけではないのですが。 
・震災により家を失い、一時はどのように再建していこうかと悩み、寝れない夜が続きま
  
した。でも家族全員元気で働くことが出来前向きに考えられるようになりました。ただ心
配なことは放射線による孫達への影響です。前例のない事だけに不安でいっぱいです！！ 
 
(5)行政の対応 
・プレハブ仮設は、ボランティアの方が来て、いろいろな事がある様ですが、民間借り上
げ住宅は、個人情報を開示しなければ我々には何も届かないのです。酷い差別です。月に
一度包括支援センターの方が来るだけです。9 月いわきの市長選がありましたが、情報が
入らず誰に投票して良いのかわからず棄権しました。原発、未だ終息つかず呆れています。 
・震災当時と何も変わっていない現実。原発の近くに住まいのある方が、自分の家に住め
ないといい、ありえないくらいの金額をもらい、私たちの住んでいる土地を買い漁る有り
様を知っていますか？津波で家を流されゼロからスタートをし、少しの支援をいただき生
活をしているいわき市民と原発の方の温度差をわかっていただきたい。 
・福島県は原発のこともあるので大変です。いわき市は東電からのお金も少ししか貰えな
いので、何か原発周辺の被災者との格差があるので変な感じです。 
・復旧、復興の工事が目で見ても進んでいない事が頭の痛いところです。国や県の方でも
被災者の身になってもっと力を入れて復興に全力を注いでほしい！ 
・災害用公営住宅の建設の遅れは、高齢者をかかえている私などには、早く入居できない
のかと…遅すぎる。聞くところによると仮設住宅に入所していると様々な支援や情報の早
さなど、恵まれていると感じるが、借上住宅に居ると何一つ情報が入らない時があり、支
援もなく、被災者の中でも、市や県、国が何もしてくれないと実感して来た。これから先、
本当に、生活改善に向けて、きちんと支援や協力をしてもらえるのか。「震災は過去のもの」
ではなく、これからも元気になれるまで、寄りそってほしい。 
